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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 128,826 △3.6 10,119 △25.6 7,632 △41.6 2,801 △61.5

20年3月期 133,573 10.0 13,609 21.3 13,075 19.5 7,284 20.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 18.15 17.47 6.2 7.2 7.9
20年3月期 46.57 44.84 16.0 11.0 10.2

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  △1,247百万円 20年3月期  △15百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 95,313 46,814 45.4 280.72
20年3月期 116,045 51,072 40.9 303.41

（参考） 自己資本   21年3月期  43,247百万円 20年3月期  47,461百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 10,735 △1,999 △5,917 7,378
20年3月期 12,683 △4,410 △9,103 4,924

2.  配当の状況 

配当予想額については未定であります。 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00 1,407 19.3 3.1
21年3月期 ― 4.00 ― 0.00 4.00 616 22.0 1.4

22年3月期 
（予想）

― ― ― ― ― ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

31,000 △58.9 △1,400 ― △1,500 ― △900 ― △5.84

通期 70,000 △45.7 300 △97.0 0 △100.0 △300 ― △1.95

－ 1 －



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に
記載されるもの） 

（注）詳細は、17ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」の（会計方針の変更）をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、26ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期  156,556,683株 20年3月期  156,556,683株

② 期末自己株式数 21年3月期  2,499,598株 20年3月期  129,507株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 93,385 △3.6 7,398 △28.6 7,110 △31.3 3,457 △45.6

20年3月期 96,917 8.2 10,355 18.0 10,350 19.0 6,350 24.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期 22.40 21.56
20年3月期 40.59 39.09

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 67,954 38,519 56.7 250.03
20年3月期 87,404 40,320 46.1 257.76

（参考） 自己資本 21年3月期  38,519百万円 20年3月期  40,320百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 連結及び個別の業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があり
ます。 
 なお、本予想に関する事項は、4ページをご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

20,000 △63.5 △950 ― △750 ― △500 ― △3.25

通期 47,000 △49.7 △950 ― △830 ― △600 ― △3.89

－ 2 －

三菱製鋼㈱（5632）平成21年3月期決算短信



１．経 営 成 績 
 
(１)経営成績に関する分析 
 【経営成績】                           （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

平成 21 年３月期 128,826   10,119  7,632  2,801   18.15 円 

平成 20 年３月期 133,573   13,609  13,075  7,284   46.57 円 

増  減 △4,746   △3,489  △5,442  △4,483    

 
当連結会計年度は、下期から世界的経済危機となり、当社主要顧客である自動車、建設

機械の販売量は大きく落ち込みました。この影響により当社の売上・利益も大幅に悪化い

たしました。 

 このような環境下、連結売上高は前期比 47 億４千６百万円減収の 1,288 億２千６百万円、

連結経常利益は、前期比 54 億４千２百万円減益の 76 億３千２百万円となりました。また

連結当期純利益は、前期比 44 億８千３百万円減益の 28 億１百万円となりました。 

 
セグメント別状況 

    （単位：百万円） 

平成 21 年３月期 平成 20 年３月期 前 期 比 増 減  

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

ばね事業 31,241 △611 35,885 1,556 △4,643(△12.9%) △2,168(  －   )

素形材事業 15,676 849 19,373 1,780 △3,697(△19.1%) △931(△52.3%)

特殊鋼鋼材事業 69,739 8,178 68,066 8,635 1,673(   2.5%) △457( △5.3%)

機器装置事業 13,065 1,394 12,423 1,336 642(   5.2%) 58(   4.4%)

その他の事業 4,985 325 5,524 318 △538( △9.8%) 7(   2.2%)

小計 134,708 10,136 141,272 13,628  

消去 △5,882 △16 △7,699 △19  

合計 128,826 10,119 133,573 13,609 △4,746( △3.6%) △3,489(△25.6%)

 
[ばね事業] 
ばね事業は、自動車・建設機械用ばねの販売が下期後半から大幅に減少し、また、精密

部品は、携帯電話の販売方式の変更等により減収となった結果、ばね事業全体としては、

売上高は前期比 12.9％、46 億４千３百万円減収の 312 億４千１百万円となり、営業利益は

高採算品が減少し前期比 21億６千８百万円減益の６億１千１百万円の損失を計上しました。 
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[素形材事業] 

素形材事業は、下期に入り主要需要先の急激な在庫調整による受注減の影響を受けて、

売上高は前期比 19.1％、36 億９千７百万円減収の 156 億７千６百万円となり、営業利益は

前期比 52.3％、９億３千１百万円減益の８億４千９百万円となりました。 

 

[特殊鋼鋼材事業] 

特殊鋼鋼材事業は、下期に販売が急速に減少したものの、上期における増収効果により

売上高は前期比 2.5％、16 億７千３百万円増収の 697 億３千９百万円となりました。営業

利益は前期比 5.3％、４億５千７百万円減益の 81 億７千８百万円となりました。 

  

[機器装置事業] 

機器装置事業の売上高は、電力機器を主体とした鉄構品が増加し、前期比 5.2％、６億４

千２百万円増収の 130 億６千５百万円となりました。営業利益は売上増及び採算改善活動

により前期比 4.4％、５千８百万円増益の 13 億９千４百万円となりました。 

 

[その他の事業] 

その他の事業は、流通及びサービス業等でありますが、売上高は前期比 9.8％、５億３千

８百万円減収の 49 億８千５百万円、営業利益は前期比 2.2％、７百万円増益の３億２千５

百万円となりました。 

 

【今後の見通し】 

今後の見通しとしましては、当社主要需要先の早期の需要回復は見込めないと考えられ

ます。為替の動向等不透明な部分もあり、経営環境はきわめて厳しい状況が予想されます。 

このような環境下、当社グループは大幅な減産体制やコスト改善等により収益の確保に

努めてまいります。平成 21 年度の通期の業績につきましては、連結売上高 700 億円、連結

経常利益０円、連結当期純損失３億円を予想しております。 

 

 

（２）財政状態に関する分析 

 平成 20 年度のキャッシュ・フローは営業活動により 107 億３千５百万円の収入、投資活

動で 19 億９千９百万円の支出、財務活動で 59 億１千７百万円の支出となりました。 

 この結果、現金及び現金同等物は当期に 24 億５千３百万円増加し、期末残高は 73 億７

千８百万円となりました。 
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[営業活動によるキャッシュ・フロー] 

 税金等調整前当期純利益 60 億９千７百万円、減価償却費 44 億５千３百万円等による収

入に対し、法人税等 68 億７千４百万円等の支出により、営業活動全体として 107 億３千５

百万円の収入となりました。 

 

[投資活動によるキャッシュ・フロー] 

 有形固定資産の取得 22 億１千９百万円等の支出をしました。また有形固定資産の売却１

億４百万円等の収入があり、投資活動全体として 19 億９千９百万円の支出となりました。 

 

[財務活動によるキャッシュ・フロー] 

 長期借入金の返済 33 億６百万円、短期借入金の純減少額５億円、自己株式の取得による

支出 10 億６百万円等により、財務活動全体として 59 億１千７百万円の支出となりました。 

 
 
当社グループのキャッシュ・フロー指標は以下のとおりであります。 
 

 平成 19 年３月期 平成 20 年３月期 平成 21 年３月期 

自己資本比率（％） 36.1 40.9 45.4 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率(年) 
 3.5  1.7  1.7 

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍） 
14.8 24.6 28.7 

デット・エクイティ・

レシオ（倍） 
 0.7  0.5  0.4 

（注）１．自己資本比率＝自己資本／総資産 
２．キャッシュ・フロー対有利子負債比率＝有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
３．インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー／利払い 
４．デット・エクイティ・レシオ＝有利子負債／自己資本 
５．指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
 配当につきましては、業績、配当性向、内部留保資金などを総合的に勘案し決めてまい

ります。内部留保資金につきましては、将来に向けた事業展開、財務体質の強化に充てる

考えです。 
 当社グループは、株主の皆様への利益還元の一環として、上期には約 235 万株(10 億円)
規模の自己株式の取得を行いました。下期は急激な環境悪化に伴い大幅減益となり、昨今

の厳しい金融情勢を勘案し、当期末の配当につきましては無配とし、１株当たり４円の中

間配当実施により、年間４円とさせていただきます。 
 また次期配当につきましても、安定配当継続のため尽力してまいりますが現時点では未

定とさせていただきます。 
 
 
２．企 業 集 団 の 状 況 
 
  最近の有価証券報告書（平成 20 年６月 20 日提出）における「関係会社の状況」から重

要な変更がないため開示を省略します。
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３．経 営 方 針 
 
（１）会社経営の基本方針 
   当社グループは、いかなる経営環境の変化にも対応できる企業体質を確立すること

を重要課題と認識し、競争力ある事業の育成を通じて、持続的かつグローバルに発展

することを経営の基本方針としております。 
 

（２）会社の対処すべき課題 
   当社グループは、世界的な経済危機の影響を受け売上が激減する中で収益の確保を

第一の課題と認識し、生産体制の見直し、固定費・変動費の削減、たな卸資産の圧縮

等によるコスト改善とキャッシュ・フローの改善を強力に進めてまいります。また、「グ

ローバルに特殊鋼を造り、加工する」を成長のキーワードとして海外展開に耐えうる

人材育成、研究開発に努めてまいります。 
各事業における重点施策は以下のとおりです。 

 
ばね事業におきましては、自動車・建設機械用ばねの世界的な需要減に対応し、海

外工場を含めた生産体制の見直しを図り、収益の確保に努めてまいります。また精密

部品は、海外市場の携帯電話部品の拡販と内蔵アンテナ等新分野の事業拡大に努めま

す。 
 
素形材事業におきましては、自動車及び建設機械向けの鋳造品・鍛造品等の大幅な

需要減に対応し、減産体制・コスト改善により収益の確保に努めるとともに、新規受

注に繋がる研究開発の促進を行い、需要回復期に備えてまいります。 
 
特殊鋼鋼材事業におきましては、主要顧客の大幅な需要減に対応し、減産体制によ

るコスト改善を強力に推進するとともに、特殊仕様品の輸出強化による生産量の確保

に努めます。 
 
機器装置事業におきましては、コスト削減力を磨くとともに、鍛圧機械のさらなる

技術開発等により優位性を構築し、グローバルに事業の展開を図ります。また、亜臨

界水プラントの事業化を加速し、事業基盤の安定化を図ります。 

－ 7 －

三菱製鋼㈱（5632）平成21年3月期決算短信



4.【連結財務諸表】 
(1)【連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,424 7,378

受取手形及び売掛金 32,734 19,214

有価証券 500 －

商品及び製品 8,264 8,810

仕掛品 5,687 4,622

原材料及び貯蔵品 3,339 3,454

その他 3,251 3,908

貸倒引当金 △68 △5

流動資産合計 58,132 47,383

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,371 12,578

機械装置及び運搬具（純額） 14,312 11,897

リース資産（純額） － 440

その他（純額） 6,465 6,351

有形固定資産合計 34,149 31,267

無形固定資産 372 285

投資その他の資産   

投資有価証券 15,802 13,395

その他 7,636 3,022

貸倒引当金 △48 △41

投資その他の資産合計 23,391 16,376

固定資産合計 57,912 47,929

資産合計 116,045 95,313
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 28,099 18,141

短期借入金 10,275 10,496

1年内償還予定の新株予約権付社債 － 2,602

リース債務 － 149

未払法人税等 3,712 1,592

役員賞与引当金 46 －

その他 6,165 6,894

流動負債合計 48,298 39,877

固定負債   

新株予約権付社債 2,602 －

長期借入金 9,069 5,544

リース債務 － 284

退職給付引当金 2,314 2,172

役員退職慰労引当金 266 383

その他 2,420 237

固定負債合計 16,673 8,622

負債合計 64,972 48,499

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,924 9,924

資本剰余金 3,605 3,605

利益剰余金 30,246 31,640

自己株式 △58 △1,064

株主資本合計 43,717 44,105

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,721 865

繰延ヘッジ損益 △17 0

為替換算調整勘定 39 △1,724

評価・換算差額等合計 3,743 △857

少数株主持分 3,611 3,566

純資産合計 51,072 46,814

負債純資産合計 116,045 95,313

－ 9 －

三菱製鋼㈱（5632）平成21年3月期決算短信



(2)【連結損益計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 133,573 128,826

売上原価 108,440 107,758

売上総利益 25,132 21,068

販売費及び一般管理費 11,523 10,948

営業利益 13,609 10,119

営業外収益   

受取利息 98 100

受取配当金 211 280

その他 230 249

営業外収益合計 540 631

営業外費用   

支払利息 531 420

持分法による投資損失 15 1,247

為替差損 116 656

その他 411 792

営業外費用合計 1,074 3,117

経常利益 13,075 7,632

特別利益   

固定資産処分益 155 46

関係会社株式売却益 149 －

特別利益合計 304 46

特別損失   

固定資産処分損 212 415

減損損失 － 54

投資有価証券売却損 4 －

投資有価証券評価損 － 30

関係会社株式売却損 － 2

たな卸資産評価損 － 149

環境対策費 － 928

特別損失合計 216 1,581

税金等調整前当期純利益 13,163 6,097

法人税、住民税及び事業税 5,734 4,528

法人税等調整額 △331 △1,450

法人税等合計 5,402 3,078

少数株主利益 475 217

当期純利益 7,284 2,801

－ 10 －
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(3)【連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 9,924 9,924

当期末残高 9,924 9,924

資本剰余金   

前期末残高 3,605 3,605

当期末残高 3,605 3,605

利益剰余金   

前期末残高 24,212 30,246

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 7,284 2,801

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △8

当期変動額合計 6,033 1,393

当期末残高 30,246 31,640

自己株式   

前期末残高 △44 △58

当期変動額   

自己株式の取得 △14 △1,006

当期変動額合計 △14 △1,006

当期末残高 △58 △1,064

株主資本合計   

前期末残高 37,699 43,717

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 7,284 2,801

自己株式の取得 △14 △1,006

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △8

当期変動額合計 6,018 387

当期末残高 43,717 44,105

－ 11 －
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 5,720 3,721

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,999 △2,855

当期変動額合計 △1,999 △2,855

当期末残高 3,721 865

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △16 △17

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △0 17

当期変動額合計 △0 17

当期末残高 △17 0

為替換算調整勘定   

前期末残高 232 39

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △192 △1,764

当期変動額合計 △192 △1,764

当期末残高 39 △1,724

評価・換算差額等合計   

前期末残高 5,936 3,743

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △2,192 △4,601

当期変動額合計 △2,192 △4,601

当期末残高 3,743 △857

少数株主持分   

前期末残高 3,217 3,611

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 394 △44

当期変動額合計 394 △44

当期末残高 3,611 3,566

純資産合計   

前期末残高 46,852 51,072

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 7,284 2,801

自己株式の取得 △14 △1,006

在外子会社の会計処理の変更に伴う増減 － △8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,798 △4,646

当期変動額合計 4,220 △4,258

当期末残高 51,072 46,814

－ 12 －
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 13,163 6,097

減価償却費 4,458 4,453

減損損失 － 54

のれん償却額 16 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 △70

受取利息及び受取配当金 △310 △381

支払利息 531 420

為替差損益（△は益） △7 30

持分法による投資損益（△は益） 15 1,247

固定資産処分損益（△は益） 58 368

投資有価証券評価損益（△は益） － 30

投資有価証券売却損益（△は益） 4 －

関係会社株式売却損益（△は益） △149 2

たな卸資産評価損 － 149

環境対策費 － 928

売上債権の増減額（△は増加） △43 13,235

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,307 8

仕入債務の増減額（△は減少） △271 △9,771

その他 683 790

小計 16,846 17,615

利息及び配当金の受取額 305 367

利息の支払額 △516 △373

法人税等の支払額 △3,952 △6,874

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,683 10,735

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 56 0

関係会社株式の取得による支出 △0 －

関係会社株式の売却による収入 171 7

有形固定資産の取得による支出 △4,945 △2,219

有形固定資産の売却による収入 348 104

無形固定資産の取得による支出 △124 △6

無形固定資産の売却による収入 14 33

長期前払費用の取得による支出 △3 △3

貸付けによる支出 △36 △30

貸付金の回収による収入 112 76

出資金の回収による収入 － 15

その他 － 25

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,410 △1,999

－ 13 －
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,429 △500

長期借入れによる収入 11,566 525

長期借入金の返済による支出 △15,981 △3,306

自己株式の取得による支出 △14 △1,006

リース債務の返済による支出 － △237

配当金の支払額 △1,244 △1,393

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,103 △5,917

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △363

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △829 2,453

現金及び現金同等物の期首残高 5,754 4,924

現金及び現金同等物の期末残高 4,924 7,378

－ 14 －
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（5）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

該当する事項はない。

【 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 】

1． 連結の範囲

連   結   子   会   社    １２社、 MSM CANADA INC.

MSM US INC.
寧波菱鋼弾簧有限公司　

寧波菱鋼精密部件有限公司

MSM CEBU,INC.

MSM MANILA,INC.

MSM ( THAILAND ) CO.,LTD. 　

三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱
PT.MSM INDONESIA　

三菱長崎機工㈱　　　

その他　２社

2． 持分法の適用

持 分 法 適 用 会 社    ４社、 北海製鉄㈱   

CROFT PROPERTIES HOLDINGS, INC.

MERITOR SUSPENSION SYSTEMS CO.

MERITOR SUSPENSION SYSTEMS CO.US

従来、北米の連結子会社であるMSM CANADA INC.及びMSM US INC.の投資先

MERITOR SUSPENSION SYSTEMS CO.と MERITOR SUSPENSION SYSTEMS CO.US

については、その投資収益を売上高に計上していたが、当連結会計年度より重要性が 

増したため、持分法投資損益としている。

3． 連結子会社の決算日等

　連結子会社のうち、決算日が連結決算日（３月31日）と異なる会社は次のとおりである。

寧波菱鋼弾簧有限公司 決算日　－　12月31日

寧波菱鋼精密部件有限公司 決算日　－　12月31日

MSM ( THAILAND ) CO.,LTD. 　 決算日　－   ２月28日
連結財務諸表作成にあたっては、連結子会社の決算日現在の財務諸表を使用している。

なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っている。

4. 会計処理基準

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

有 価 証 券
そ の 他 有 価 証 券

時 価 の あ る も の … 決算期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定）

時 価 の な い も の … 移動平均法による原価法

た な 卸 資 産 … 主として総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有 形 固 定 資 産 … 主として定率法
（リース資産を除く）

－ 15 －
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無 形 固 定 資 産 … 定額法

（リース資産を除く）

リ ー ス 資 産 … 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な引当金の計上基準

貸 倒 引 当 金 … 売上債権、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般

債権ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額

を計上している。

役 員 賞 与 引 当 金 … 役員に対する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき

計 上 し て い る 。

退 職 給 付 引 当 金 … 従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における

退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当連結会計

年度末に発生していると認められる額を計上している。

会計基準変更時差異は、15年による按分額を費用処理して

いる。
過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（12年）による定額法により費用処理して

いる。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（12年）による定額法

により、それぞれ発生の翌期から費用処理している。

役員退職慰労引当金 … 役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末

要 支 給 額 を 計 上 し て い る 。

(4) ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用している。また、金利スワップについて特例処理の要件を充たしている

場合には特例処理を、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしている場合

には振当処理を採用している。

(5) 消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

5. 連結子会社の資産及び負債の評価
全面時価評価法によっている。

6. のれんの償却

 のれんは、発生時より５年間で均等償却している。

7. 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
連結キャッシュ・フロー計算書における資金 （現金及び現金同等物） は、手許現金、随時引き

出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わな

い取得日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。

－ 16 －
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（会計方針の変更）

①当連結会計年度から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日

企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、主として原価法から原価法(収益性の低下による

簿価切下げの方法)に変更している。

  これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益及び経常利益は333百万円それぞれ減少し、

税金等調整前当期純利益は482百万円減少している。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載している。

②当連結会計年度から、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終

改正 平成19年３月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっている。

  なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

期首に前連結会計年度末における未経過リース料残高を取得価額としてリース資産を計上する方法によ

っている。

  これにより、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度のリース資産が有形固定資産に440百

万円計上されており、損益に与える影響はない。

③当連結会計年度から、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業

会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号)を適用し、連結決算上必要な修正を行っている。

  なお、これによる損益に与える影響は軽微である。

（追加情報）

　　当連結会計年度から、有形固定資産の機械装置の耐用年数については法人税法の改正を契機として

資産の利用状況等の見直しを行い、一部の資産について耐用年数を短縮して減価償却費を算定する方法

に変更している。

  これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は147百万円減少し、経常利益及び税金等調

整前当期純利益は150百万円それぞれ減少している。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載している。

－ 17 －
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【 連結損益計算書注記 】

（単位：百万円）

摘 要 前期（19.4～20.3） 当期（20.4～21.3）

（特別利益の主な内訳）

固 定 資 産 処 分 益
土地の売却益 100

借地権の売却益ほか 46
建物の売却益 20

（特別損失の主な内訳）

固 定 資 産 処 分 損
機械装置及び運搬具の
除却損ほか 212

機械装置及び運搬具
の除却損ほか 415

減 損 損 失
建物の減損損失 36
ソフトウエアの減損損失 18

【 連結貸借対照表注記 】

（単位：百万円）

摘 要 前期末（20年３月31日） 当期末（21年３月31日）

有形固定資産の減価償却累計額 57,923 58,578

保 証 債 務 96 -

【 連結株主資本等変動計算書注記 】

前　期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

1．発行済株式総数及び自己株式数

発行済株式総数 自己株式数
（普通株式） （普通株式）

　 前期末（19.3.31） 156,556,683 株 102,515 株

　 当期増加 0 株 26,992 株

　 当期減少 0 株 0 株

　 当期末（20.3.31） 156,556,683 株 129,507 株

（注）  1.自己株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる。

2．配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成19年6月22日
普通株式 625百万円 4.00円 平成19年3月31日 平成19年6月25日

定時株主総会

平成19年11月6日
普通株式 625百万円 4.00円 平成19年9月30日 平成19年11月28日

取 締 役 会

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金 の

総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年6月20日
普通株式 利益剰余金 782百万円 5.00円 平成20年3月31日 平成20年6月23日

定時株主総会

－ 18 －

三菱製鋼㈱（5632）平成21年3月期決算短信



当　期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

1．発行済株式総数及び自己株式数

発行済株式総数 自己株式数
（普通株式） （普通株式）

　 前期末（20.3.31） 156,556,683 株 129,507 株

　 当期増加 0 株 2,370,091 株

　 当期減少 0 株 0 株

　 当期末（21.3.31） 156,556,683 株 2,499,598 株

（注）  1.自己株式数の増加は、市場からの取得及び単元未満株式の買取りによる。

2．配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年6月20日
普通株式 782百万円 5.00円 平成20年3月31日 平成20年6月23日

定時株主総会
平成20年10月30日

普通株式 616百万円 4.00円 平成20年9月30日 平成20年11月27日
取 締 役 会

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、効力発生日が翌連結会計年度となるもの

該当する事項はない。

【 連結キャッシュ・フロー計算書注記 】

1．現金及び現金同等物の連結会計年度末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
（単位：百万円）

前期末 当期末
（20年３月31日） （21年３月31日）

現 金 及 び 預 金 勘 定 4,424 7,378

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 500 0

現 金 及 び 現 金 同 等 物 4,924 7,378
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【 有価証券関係注記 】

前　期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

1．その他有価証券で時価のあるもの（平成20年３月31日）
（単位：百万円）

種類 取得原価 連結貸借対照表計上額 差額

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

株式 3,814 10,106 6,291
小計 3,814 10,106 6,291

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

株式 693 639 △ 53
小計 693 639 △ 53
合計 4,507 10,745 6,237

2．当期中に売却したその他有価証券（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

（単位：百万円）

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

56 0 4

3．時価評価されていない有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成20年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額

その他有価証券
非上場株式 1,076
譲渡性預金 500

合計 1,576

4．その他有価証券のうち満期があるものの連結決算日後における償還予定額（平成20年３月31日）

（単位：百万円）

区分 １年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

その他（譲渡性預金） 500 － － －

合計 500 － － －
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額

【 有価証券関係注記 】

当　期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

1．その他有価証券で時価のあるもの（平成21年３月31日）
（単位：百万円）

種類 取得原価 連結貸借対照表計上 差額

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

株式 3,208 5,066 1,857
小計 3,208 5,066 1,857

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

株式 1,271 860 △ 411
小計 1,271 860 △ 411
合計 4,480 5,926 1,446

2．当期中に売却したその他有価証券（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（単位：百万円）

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

0 0 0

3．時価評価されていない有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成21年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額

その他有価証券
非上場株式 1,091
譲渡性預金 -

合計 1,091
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セ  グ  メ  ン  ト  情  報

１．事業の種類別セグメント情報

前　期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

( 単位 ： 百万円 ）

摘　　　　　　　要 ばね事業
素 形 材
事 業

特 殊 鋼
鋼材事業

機器装置
事 業

その他の
事 業

計
消去又は
全 社

連 結

Ⅰ売 上 高 及 び 営 業 損 益

売 上 高

(1)外部顧客に対する売上高 35,696 18,850 63,623 12,369 3,033 133,573 － 133,573 

(2)セグメント間の内部売上高

 又は振替高 189 523 4,442 53 2,490 7,699 (7,699) 0 

計 35,885 19,373 68,066 12,423 5,524 141,272 (7,699) 133,573 

営 業 費 用 34,328 17,593 59,430 11,087 5,205 127,644 (7,680) 119,964 
営 業 利 益 1,556 1,780 8,635 1,336 318 13,628 (19) 13,609 

Ⅱ資産、減価償却費及び
資本的支出

資 産 37,859 16,951 36,310 11,989 3,134 106,245 9,799 116,045 
減 価 償 却 費 1,495 1,033 1,626 268 34 4,458 0 4,458 
資 本 的 支 出 1,380 1,459 415 494 4 3,753 0 3,753 

当　期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

( 単位 ： 百万円 ）

摘　　　　　　　要 ばね事業
素 形 材
事 業

特 殊 鋼
鋼材事業

機器装置
事 業

その他の
事 業

計
消去又は
全 社

連 結

Ⅰ売 上 高 及 び 営 業 損 益

売 上 高

(1)外部顧客に対する売上高 31,082 15,117 66,788 13,056 2,781 128,826 － 128,826 

(2)セグメント間の内部売上高

 又は振替高 159 558 2,950 9 2,203 5,882 (5,882) 0 

計 31,241 15,676 69,739 13,065 4,985 134,708 (5,882) 128,826 

営 業 費 用 31,853 14,827 61,560 11,670 4,659 124,572 (5,865) 118,707 

営 業 利 益 又 は
営 業 損 失 （ △ ） △611 849 8,178 1,394 325 10,136 (16) 10,119 

Ⅱ資産、減価償却費、減損
損失及び資本的支出

資 産 30,407 12,056 30,265 13,464 2,797 88,992 6,321 95,313 
減 価 償 却 費 1,471 1,106 1,430 414 30 4,453 0 4,453 
減 損 損 失 － 54 － － － 54 0 54 
資 本 的 支 出 583 461 1,028 497 3 2,574 0 2,574 
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(注) 1． 事業区分の方法

当社は事業部を設け、事業部門ごとに利益管理を行っており、当社の事業部門及び連結

子会社の事業内容を基礎として事業を区分している。

2． 各事業区分に属する主要な製品等

事業区分 主　　要　　製　　品　　名　　等

ば ね 事 業

板ばね、巻ばね、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ、ﾄｰｼｮﾝﾊﾞｰ、ｴｱｰｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ、ｺｲﾙﾄﾞｳｴｰﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

精密部品、携帯電話及びﾋﾞﾃﾞｵﾑｰﾋﾞｰ用等各種ﾋﾝｼﾞ、情報通信機器用精密プレス品

内蔵ｱﾝﾃﾅ・ｺﾈｸﾀｰ等の樹脂・金属複合品

各種自動車部品・用品、ﾀｲﾔﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ、ﾀｲﾔﾁｪｰﾝ、ｼｭｰﾌﾟﾚｰﾄ用ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

素 形 材 事 業
一般鋳造品、精密鋳造品、精密機械加工品、一般鍛造品、精密鍛造品

特殊合金素材及び同加工品、永久磁石、磁石応用部品、特殊合金粉末、同微粉末

特殊鋼鋼材事業 棒鋼（構造用合金鋼・機械構造用炭素鋼・ばね鋼・工具鋼・非調質鋼・快削鋼・軸受鋼ほか）

機 器 装 置 事 業 鍛圧機械、一般産業機械及びﾌﾟﾗﾝﾄ、鉄構品、環境機器、磁選機、搬送装置、計装機器、防振装置

そ の 他 の 事 業 海上運送、貨物自動車運送、倉庫　ほか

3.　全社資産の内訳
　　 前期及び当期における資産のうち、「消去又は全社」の項目に含めた全社資産の金額は

11,994百万円及び7,155百万円であり、その主なものは長期投資資金（投資有価証券ほか）等
で あ る 。

4. 減価償却費及び資本的支出には、長期前払費用と同費用に係る償却費を含み、のれん
及 び の れ ん 償 却 額は 含ま れて い な い 。

5. 会計方針の変更
前期（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形
固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更している。

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が８百万円、素形材事業
が４百万円、特殊鋼鋼材事業が４百万円、機器装置事業が６百万円それぞれ減少している。

（追加情報）
当連結会計年度より、平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産について、償却可能限

度額（取得価額の95％相当額）まで償却が終了した期の翌期から、残存簿価と備忘価額との差額
を５年間で均等償却している。

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が59百万円、素形材事業
が53百万円、特殊鋼鋼材事業が２百万円、機器装置事業が17百万円、その他の事業が２百万円
それぞれ減少している。

当期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）
「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より棚卸資産の評価基準については、

主として原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更している。
これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が36百万円、素形材事業

が73百万円、特殊鋼鋼材事業が190百万円、機器装置事業が33百万円それぞれ減少している。

（追加情報）
当連結会計年度より、有形固定資産の機械装置の耐用年数については法人税法の改正を

契機として資産の利用状況等の見直しを行い、一部の資産について耐用年数を変更している。
これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が43百万円、素形材事業

が68百万円、機器装置事業が35百万円それぞれ減少している。
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Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

（注）

　北　　米 ・・・・・・・・・・ アメリカ、カナダ

計上していたが、当連結会計年度より重要性が増したため、持分法投資損益としている。

11,486 

0 

(2)セグメント間の内部売上高

資 産

売 上 高 及 び 営

4,544 8,244 

128,826 128,826 －2,529 

全社

2,558 116,045 113,487 

2.

資 産 83,687 △1,162 95,313 

国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

96,476 

126,297 

95,256 6,743 

(2)セグメント間の内部売上高

を５年間で均等償却している。
これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、日本が１35百万円減少している。

年３月31日以前に取得した有形固定資産について、償却可能限

4.

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更している。

３.

度額（取得価額の9

 SYSTEMS CO.と MERITOR SUSPENSI として

２ ． 所 在 地 別 セ グ メ ン ト 情 報

前　期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

( 単位 ： 百万円 ）

摘　　　　　　　要 日　本 北　米 アジア 計
消去又は

全社
連　結

Ⅰ売 上 高 及 び 営 業 損 益

売 上 高

129,892 119 3,561 133,573 － 133,573 (1)外部顧客に対する売上高

 又は振替高 705 0 6,925 7,631 (7,631) 0 

計 130,597 119 10,487 141,204 (7,631) 133,573 

営 業 費 用 117,288 32 10,275 127,595 (7,631) 119,964 
営 業 利 益 13,309 86 212 13,608 0 13,609 

当　期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

摘　　　　　　　要 日　本 北　米 アジア 計

( 単

消去又は

位 ： 百万円 ）

連　結

業 損 益

売 上 高

(1)外部顧客に対する売上高

 又は振替高 410 0 4,659 5,069 (5,069) 0 

計 126,707 0 7,188 133,896 (5,069) 128,826 

営 業 費 用

営 業 利 益 又 は

116,636 29 7,122 123,788 (5,081) 118,707 

営 業 損 失 （ △ ） 10,071 △29 65 10,107 11 10,119 

1.

日本以外の区分に属する国

　ア ジ ア ・・・・・・・・・・ 中国、フィリピン、タイ、インドネシア

従来、北米の連結子会社であるMSM CANDA INC.及びMSM US INC.の投資先MERITOR SUSPENSION
ON SYSTEMS CO. USについては、その投資収益を売上高

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は1,247百万円増加している。

会計方針の変更

前期（平成19年４月１日から平成20年３月31日まで）
「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、日本が23百万円減少している。

（追加情報）
当連結会計年度より、平成19

5％相当額）まで償却が終了した期の翌期から、残存簿価と備忘価額との差額
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状況等 い、 数を変

前　期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

（注）

北　米 ・・・・・・・・ アメリカ、カナダ

アジア ・・・・・・・・ 韓国、中国、フィリピン、タイ、インドネシア

海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。

当　期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

方法によ し、 万円減

「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より棚卸資産の評価基準については、

械装

3.

海外売上高の割合（％）

３ ．

Ⅱ

Ⅲ 連結売上高に占める

Ⅰ 海　外　売　上　高 1,629 11,478 1,646 14,754

当期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）

主として原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更している。
これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、日本が333百万円減少している。

（追加情報）
当連結会計年度より、有形固定資産の機 置の耐用年数については法人税法の改正を

契機として資産の利用
これにより、従来の

の見直しを行
った場合と比較

一部の資産について耐用年
営業利益は、日本が147百

更している。
少している。

海 外 売 上 高

（単位：百万円）

北米 アジア その他 計

連　 133,573結　売　上　高

1.2 8.6 1.2 11.0

1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

2. 各区分に属する主な国又は地域

その他 ・・・・・・・・ 欧州、南米、オセアニア

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略している。
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１株当たり純資産 １株当たり純資産

１株当たり当期純利益 １株当たり当期純利益

（注） 算定の基礎

1株当たり純資産

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 百万円 百万円

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 百万円

普通株式に係る期末純資産額 百万円 百万円

1株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数

1株当たり当期純利益及び潜在株式調整後1株当たり当期純利益

連結損益計算書の当期純利益 百万円 百万円

普通株主に帰属しない金額 百万円 百万円

普通株式に係る当期純利益 百万円 百万円

普通株式の期中平均株式数

潜在株式調整後1株当たり純利益の算定
に用いられた普通株式増加数

本日開示しております「代表取締役及びその他の役員の異動に関するお知らせ」をご参照ください。

（開示の省略）

リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、デリバテｲブ取引、退職給付に関する注記事項
については、開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略している。

④

⑤

①

④

2.

②

③

6,011,431株6,011,431株

2,801

0

154,333,152株156,438,552株

7,284

0

2,8017,284

①

43,247

          前期（19.4～20.3）           当期（20.4～21.3）

156,427,176株

47,461

154,057,085株

②

③

3,566

51,072

3,611

前期（19.4～20.3） 当期（20.4～21.3）

          前期（19.4～20.3）           当期（20.4～21.3）

303円41銭

46円57銭

46,814

役　員　の　異　動

1.

44円84銭
潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

280円72銭

18円15銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

17円47銭

１　株　当　た　り　情　報
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5.【個別財務諸表】 
(1)【貸借対照表】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,109 3,040

受取手形 4,057 1,472

売掛金 22,433 13,698

有価証券 500 －

商品及び製品 3,997 3,917

仕掛品 2,167 1,557

原材料及び貯蔵品 1,033 615

前払費用 24 21

繰延税金資産 635 865

短期貸付金 4,813 5,756

未収入金 3,827 2,328

その他 22 78

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 44,622 33,351

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 6,541 6,341

構築物（純額） 469 388

機械及び装置（純額） 4,036 3,173

車両運搬具（純額） 23 19

工具、器具及び備品（純額） 198 189

土地 1,534 1,534

リース資産（純額） － 203

建設仮勘定 151 38

有形固定資産合計 12,955 11,888

無形固定資産 332 256

投資その他の資産   

投資有価証券 11,808 6,992

関係会社株式 9,246 9,246

出資金 22 4

関係会社出資金 2,213 2,213

関係会社長期貸付金 5,598 3,455

その他 649 583

貸倒引当金 △44 △38

投資その他の資産合計 29,494 22,457

固定資産合計 42,782 34,602

資産合計 87,404 67,954
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 929 486

買掛金 21,676 10,851

短期借入金 4,508 5,552

1年内償還予定の新株予約権付社債 － 2,602

リース債務 － 78

未払金 379 210

未払費用 1,587 1,830

未払法人税等 2,564 590

未払消費税等 153 －

預り金 64 58

役員賞与引当金 46 －

その他 77 67

流動負債合計 31,986 22,328

固定負債   

長期借入金 8,138 4,678

新株予約権付社債 2,602 －

リース債務 － 118

繰延税金負債 2,266 229

退職給付引当金 1,918 1,802

役員退職慰労引当金 171 278

固定負債合計 15,097 7,106

負債合計 47,084 29,435

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,924 9,924

資本剰余金   

資本準備金 3,605 3,605

資本剰余金合計 3,605 3,605

利益剰余金   

利益準備金 809 809

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 2,250 2,073

別途積立金 11,955 16,455

繰越利益剰余金 8,112 5,848

利益剰余金合計 23,128 25,187

自己株式 △58 △1,064

株主資本合計 36,599 37,652

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,720 866

評価・換算差額等合計 3,720 866

純資産合計 40,320 38,519

負債純資産合計 87,404 67,954
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(2)【損益計算書】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 96,917 93,385

売上原価 80,006 79,932

売上総利益 16,910 13,452

販売費及び一般管理費 6,554 6,054

営業利益 10,355 7,398

営業外収益   

受取利息 236 234

受取配当金 281 359

その他 125 147

営業外収益合計 643 740

営業外費用   

支払利息 343 294

その他 304 734

営業外費用合計 647 1,029

経常利益 10,350 7,110

特別利益   

固定資産処分益 136 35

関係会社株式売却益 124 －

特別利益合計 260 35

特別損失   

固定資産処分損 108 288

減損損失 － 36

投資有価証券売却損 4 －

投資有価証券評価損 － 30

たな卸資産評価損 － 136

環境対策費 － 814

特別損失合計 112 1,306

税引前当期純利益 10,498 5,838

法人税、住民税及び事業税 4,159 2,714

法人税等調整額 △10 △332

法人税等合計 4,148 2,381

当期純利益 6,350 3,457
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 9,924 9,924

当期末残高 9,924 9,924

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 3,605 3,605

当期末残高 3,605 3,605

資本剰余金合計   

前期末残高 3,605 3,605

当期末残高 3,605 3,605

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 809 809

当期末残高 809 809

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 2,429 2,250

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △178 △177

当期変動額合計 △178 △177

当期末残高 2,250 2,073

別途積立金   

前期末残高 7,955 11,955

当期変動額   

別途積立金の積立 4,000 4,500

当期変動額合計 4,000 4,500

当期末残高 11,955 16,455

繰越利益剰余金   

前期末残高 6,834 8,112

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 178 177

別途積立金の積立 △4,000 △4,500

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 6,350 3,457

当期変動額合計 1,277 △2,263

当期末残高 8,112 5,848

利益剰余金合計   

前期末残高 18,029 23,128

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 6,350 3,457

当期変動額合計 5,098 2,058

当期末残高 23,128 25,187
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

自己株式   

前期末残高 △44 △58

当期変動額   

自己株式の取得 △14 △1,006

当期変動額合計 △14 △1,006

当期末残高 △58 △1,064

株主資本合計   

前期末残高 31,515 36,599

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 6,350 3,457

自己株式の取得 △14 △1,006

当期変動額合計 5,084 1,052

当期末残高 36,599 37,652

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 5,717 3,720

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,996 △2,854

当期変動額合計 △1,996 △2,854

当期末残高 3,720 866

評価・換算差額等合計   

前期末残高 5,717 3,720

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,996 △2,854

当期変動額合計 △1,996 △2,854

当期末残高 3,720 866

純資産合計   

前期末残高 37,232 40,320

当期変動額   

剰余金の配当 △1,251 △1,398

当期純利益 6,350 3,457

自己株式の取得 △14 △1,006

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,996 △2,854

当期変動額合計 3,087 △1,801

当期末残高 40,320 38,519

－ 31 －

三菱製鋼㈱（5632）平成21年3月期決算短信



（4）継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況

該当する事項はない。
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